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　柳条湖事件の記念日を直前に控え，尖閣諸島の領有問題で中国各地に反日デモ

の嵐が吹き荒れていた 9 月中旬，上海に行ってきました。現地のテレビでも野田

首相や尖閣諸島の映像が繰り返し映し出され，怖くて学会会場のホテルから一歩

も出ずに帰国しました。上海タワーや中国版新幹線などを体験できなかったのは

残念ですが，講演をみっちりと拝聴し，中国や海外招待者の先生方とずいぶん親

しくなることができ，かえって良かったなと思っています。個人単位では容易に

親しくなれるのに，国単位になると難しいものですね。すぐにとはいかないでしょ

うが，この騒動がなんとか上手く治まってくれることを願います。

　さて，今月号は 2 つの特集を組みました。特集�1 は「耳鼻咽喉科疾患と遺伝子」

です。近年の分子生物学の進歩により，アミノグリコシド系抗菌薬投与後の難聴

の原因となるミトコンドリア遺伝子変異（1555A＞G）の発見に始まり，耳鼻咽喉

科・頭頸部外科領域においてもさまざまな疾患の原因遺伝子が解明されてきまし

た。この 4 月からは先天性難聴の遺伝子診断が保険収載されるなど，今や，遺伝

子の知識は日常臨床において必須となってきました。そこで，本号では各分野の

エキスパートの方々に難聴，めまい・平衡障害，におい受容，頭頸部癌の各領域

の遺伝子に関する最新の情報を解説していただいています。

　特集�2 は「知っておきたい他科の知識―小児科編」です。今回は，私たち耳鼻

咽喉科医としてぜひ知っておくべき疾患や症候として，川崎病，小児感染症，急

性脳症，小児喘息，クループ，発達障害について取り上げ，第一線でご活躍の小

児科の先生方に解りやすくまとめていただきました。耳鼻咽喉科学では小児を対

象とする疾患がたくさんあり読者諸氏は耳鼻咽喉専門医としての知識を十分おも

ちのことと思いますが，小児の診療においてはその疾患だけをみるのではなく，

病気をもつ子どもをさまざまな観点からみたトータルケアが必要です。

　読書の秋，2 つの特集をぜひ，お読みください。 （丹生健一）
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